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【【全全般般的的なな注注意意】】 

１．本製品は体外診断用医薬品であり、それ以外の目的には使用できない。 

２．治療のための抗菌薬の選択は、他の検査結果や臨床症状を考慮して総合的に

判断し、担当医師が行うこと。 

３．添付文書に記載された内容に従い使用すること。それ以外の方法についての

保証はできない。 

４．使用する機器の添付文書及び取扱説明書をよく読んでから使用すること。 

【【形形状状・・構構造造等等（（キキッットトのの構構成成））】】  

ＢＣ プレート‘ 栄 研 ’は、種々の抗菌薬の希釈濃度をマイクロプレートの   

ウエルに分注し、凍結させたものである。 

別表－1「構成製品一覧」に記した抗菌薬を、別表－2「薬剤配列表」に記し

た濃度でプレート上に組み合わせたものである。 

【【使使用用目目的的】】  

細菌薬剤感受性検査〔最小発育阻止濃度（MIC）の測定〕 

【【測測定定原原理理】】  

本製品は微量液体希釈法を測定原理としている。 

この方法は、Clinical and Laboratory Standards Institute（CLSI ）が実施

基準を設定し、その後、改訂を重ねて現在に至っている１）～３）。尚、日本では、

日本化学療法学会が「微量液体希釈法によるMIC測定法（ 日本化学療法学会

標準法 ）」を報告している４）,５）。 

【【操操作作上上のの注注意意】】  

１１．．測測定定試試料料のの性性質質・・採採取取法法  

1）一夜培養した純培養菌を被検菌として使用する。  

2）寒天平板上の集落から直接被検菌液をつくる場合は、非選択培地（血液寒天

培地等）から釣菌する。選択培地で培養した菌株は使用しないこと。 

3）被検菌液を調製する際、菌液が濃すぎるときは、滅菌したパールコア トリ

プトソイブイヨン培地‘栄研’又は滅菌生理食塩水で調整する。 

２２．．妨妨害害物物質質・・交交差差反反応応性性  

1）純培養菌を用いるので、雑菌汚染のない限り特に影響するものはない。 

2）2 種類以上の菌が含まれた被検菌を用いると、目的菌の薬剤感受性が測定で

きないことがある。 

【【用用法法・・用用量量（（操操作作方方法法））】】  

１１．．試試薬薬のの調調製製方方法法  

凍結保存してあった ＢＣプレート‘栄研’を冷凍庫から取り出し、室内温度

に十分戻してから、そのまま使用する。凍結融解の繰り返しは避けること。 

２２．．必必要要なな器器具具・・器器材材・・試試料料等等  

1）滅菌生理食塩水（菌液調製及び菌希釈用） 

2）増殖用培地（パールコア トリプトソイブイヨン培地‘栄研’等 ） 

3）McFarland 標準濁度 1 の懸濁液（ 標準菌濁度液 Ｂ‘栄研’） 

4）用手法用器具（マイクロピペット，リーディングミラー） 

5）自動機器（接種機，判読機） 

6）その他（白金耳，滅菌綿棒，培養器，プレート用ふた） 

３３．．測測定定（（ 操操作作 ））法法  

ＡＡ．．用用手手法法にによよるる操操作作方方法法  

11））菌菌液液のの調調製製  

（1） 一夜培養した非選択寒天培地上の被検菌体を釣菌して滅菌生理食塩水に懸濁

する方法（直接法）と、一旦、被検菌体をパールコア トリプトソイブイヨン

培地‘栄研’等から調製した液体培地4～5 mLに接種して35±2 ℃で2～6

時間培養した後、滅菌生理食塩水で菌液濃度を調整する方法（増殖法）とがあ

る。いずれの場合も、菌液濃度はMcFarland標準濁度1と同じ濁度に合わせる。 

（2）（1）の菌液を更に、滅菌生理食塩水で10倍希釈して接種用菌液とする。 

22））菌菌液液のの接接種種とと培培養養  

（1）接種用菌液を約0.0025 mLずつ、ＢＣプレート‘栄研’の各ウエルに接種

する。これにより最終接種菌量は約5  x  10４ CFU（colony forming unit）/

ウエルになる。 

（2）接種後、速やかに CLSI に記載されている条件に従って培養する３）。 

33））菌菌のの発発育育状状況況のの確確認認  

下記の基準に従い、明らかに菌の発育を認めたものを発育陽性、菌の発育が

認められないものを発育陰性とする。 

〔 発育陽性の判定基準 〕 

肉眼的に混濁又は直径 1 mm 以上の沈殿が認められた場合 

沈殿物の直径が 1 mm 未満であっても沈殿塊が 2 個以上認められた場合 

〔 発育陰性の判定基準 〕 

肉眼的に混濁又は沈殿が認められない場合 

沈殿物があっても直径が 1 mm 未満で 1 個の場合 

ＢＢ ．．機機器器にによよるる操操作作方方法法  

〔 接種機及び判読機による操作の場合〕 

上記、ＡＡ．．用用手手法法にによよるる操操作作方方法法のうち、「22））菌菌液液のの接接種種とと培培養養の（1）」

及び「33））菌菌のの発発育育状状況況のの確確認認」の操作が機器により自動的に行われる。33））

菌菌のの発発育育状状況況のの確確認認は、使用する機器の種類により以下の方法で判定される。 

（1）濁度及び培地色の変化を ＯＤ 値により判定する機器の場合 

菌の増殖に伴って生じる濁度及び培地色の変化を、波長 550～ 630 nm  

でのＯＤ 値を測定し、結果はその値で表示される。 

（2）画像処理により判定する機器の場合 

菌の増殖に伴い生じる培地液の変化を 撮像素子で撮影し、得られた画像を

解析することにより菌の発育の有無を判定し、結果はその画像情報で表示さ

れる。 

＜＜  測測定定ににああたたっっててのの注注意意  ＞＞ 

1）菌液の濃度と接種菌液量は結果に影響することがあるので、必ず McFarland

標準濁度液を用いて指定の濁度に合わせ、規定の液量を接種すること。 

2）菌液は調製後 15 分以内に接種すること。 

3）菌液を接種したプレートは培養中に菌液の蒸発や雑菌の汚染がないようにプ

レート用ふたをして培養すること。ふたは、菌液により汚染される可能性が

あるので、直接手で触れないこと。 

4）プレートを重ねて培養する場合は、3 枚を限度とし、一番上のプレートにプ

レート用ふたをすること。 

5）判読機により菌の発育状況を確認する場合は、プレート底面部の汚れが結果

に影響することがあるので直接手で触れないようにすること。 

【【測測定定結結果果のの判判定定法法】】 

抗菌薬の被検菌に対するMIC は、被検菌の発育を阻止した薬剤濃度系列のうち、

最小希釈濃度で表す。 

〔 判定例 1 単剤の場合 〕 薬剤希釈濃度（μg/mL） 

薬剤希釈濃度 2 1 C 

菌の発育 － ＋ ＋ 

MIC は 2 μg/mL と判定する。 （ C：薬剤不含有培地 ） 
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〔 判定例 2 2 剤を組み合わせた場合 〕 薬剤希釈濃度（μg/mL） 

例 1 

  

薬剤 B  
希釈濃度 

例 2

 

薬剤 B 
希釈濃度 

 8 4  8 4 

 薬剤 A 
希釈濃度 

2 － －  薬剤 A 
希釈濃度 

2 － － 

 1 － －  1 － ＋ 

 

薬剤 A／ 薬剤 B   2／≦4 
薬剤 A／ 薬剤 B   1／≦4 

 

薬剤 A/薬剤 B   2／≦4 
薬剤 A/薬剤 B   1／ 8 

例 3 薬剤 B  
希釈濃度 

例 4   
 
  

薬剤 B 
希釈濃度 

 8 4  8 4 

 薬剤 A 
希釈濃度 

2 － －  薬剤 A 
希釈濃度 

2 － ＋ 

 1 ＋ ＋  1 － ＋ 

 

薬剤 A／ 薬剤 B   2／≦4 
薬剤 A／ 薬剤 B   1／＞8 

 薬剤 A／ 薬剤 B   2／ 8 
薬剤 A／ 薬剤 B   1／ 8 

例 5   
  

  

薬剤 B  
希釈濃度 

例 6   
 
  

薬剤 B 
希釈濃度 

 8 4  8 4 

薬剤 A 
希釈濃度 

2  － ＋  薬剤 A 
希釈濃度 

2 ＋ ＋ 

 1 ＋ ＋  1 ＋ ＋ 

 

薬剤 A／ 薬剤 B   2／ 8 
薬剤 A／ 薬剤 B   1／＞8 

 薬剤 A／ 薬剤 B  2／＞8 
薬剤 A／ 薬剤 B  1／＞8 

判定の際、薬剤希釈系列中に不連続な発育が認められた場合（スキップ現象）

は、判定を保留し、再度試験を行う。 

〔 スキップ現象例 1 単剤の場合 〕 薬剤希釈濃度（μg/mL） 

薬剤希釈濃度 2 1 C 

菌の発育 ＋ － ＋ 

〔 スキップ現象例 2 2 剤を組み合わせた場合 〕 薬剤希釈濃度（μg/mL） 

例 1 

  

薬剤 B  
希釈濃度 

例 2

 

薬剤 B
希釈濃度 

 8 4  8 4 

 薬剤 A 
希釈濃度 

2 － ＋  薬剤 A 
希釈濃度 

2 ＋ ＋ 

 1 － －  1 － － 

   
例 3 薬剤 B  

希釈濃度 
例 4   

 
  

薬剤 B 
希釈濃度 

 8 4  8 4 

 薬剤 A 
希釈濃度 

2 － －  薬剤 A 
希釈濃度 

2 ＋ － 

 1 ＋ －  1 － － 

   

【【性性  能能】】  

11．．性性  能能  

11））感感  度度  

日本化学療法学会の最小発育阻止濃度（MIC）測定法４），５）（ 化療法と略 ）   

に準じて測定し、MIC が明らかで、かつ MIC が 4 倍以上差のある試験菌株

2 株を用いて希釈前及び 2 倍希釈したプレートの試験を行うとき、得られた

両試験菌株の MIC はいずれの抗菌薬あるいは抗菌薬の組み合わせにおいて

も 4 倍以上の差を認める。 

22））正正確確性性  

耐性菌株及び感性菌株の 2 株を用いて試験するとき、いずれの抗菌薬あるい

は抗菌薬の組み合わせにおいても耐性菌株は発育を認め、感性菌株は発育を

認めない。 

33））同同時時再再現現性性  

上記 2）正確性試験を 3 回繰り返し行うとき、いずれの抗菌薬あるいは抗菌

薬の組み合わせにおいても同一の成績を示す。 

２２．．測測定定範範囲囲  

別表－2 に示した各抗菌薬及び抗菌薬の組み合わせの希釈系列の範囲。 

３３．．較較正正用用基基準準物物質質にに関関すするる情情報報 
本製品は、アメリカン タイプ カルチュアー コレクション（ATCC）に収

載されている菌株により性能を確認している。 

【【使使用用上上又又はは取取扱扱いい上上のの注注意意】】  
１１．．取取扱扱いい上上（（危危険険防防止止））のの注注意意 

1）全ての操作は微生物の取扱いに習熟した人の指導のもとに、バイオハザード

対策を実施したうえで行うこと。 

2）検体（被検菌）及び培養物等は感染の危険があるものとして十分に注意して

取り扱うこと。 

3）感染を避けるため、検査時は使い捨て手袋を着用すること。 

4）口によるピペッティングはしないこと。 

5）プレートを輸送する場合は、凍結状態を維持すること。 

6）ドライアイスはプレート中の抗菌薬に影響するため、ドライアイスの気体を

遮断できる袋等を使用すること。 

２２．．使使用用上上のの注注意意 

1）プレートは指定の貯蔵方法で保存すること。 

2）使用期限を過ぎたプレートは使わないこと。 

3）プレートは汚染しないように無菌的に取り扱うこと。 

4）プレートの直射日光への暴露は抗菌薬の力価低下の原因となるため、注意す

ること。 

３３．．廃廃棄棄上上のの注注意意  

1）使用後のプレートは、オートクレーブ等で滅菌処理した後、廃棄すること。

オートクレーブを使用する場合は、蒸気を吸い込まないように注意すること。 

2）検体に接触した器具や廃液等は、次亜塩素酸ナトリウム溶液（有効塩素濃度

1,000 ppm以上，1 時間以上浸漬）又はグルタールアルデヒド（2 %，1 時

間以上浸漬）による消毒処理、あるいはオートクレーブ（121 ℃，20 分間

以上 ）による滅菌処理を行うこと。ただし接種機及び判読機の付属機器につ

いてはその取扱説明書に従うこと。 

3）プレートはポリスチレン（PS）、プレートシールはポリエチレンテレフタ 

レート（PET）、ケースは紙を主な材質としている。 

4）滅菌後のプレートや器具等は、医療廃棄物等に関する規定及び、水質汚濁  

防止法等の各種規制に従い、各施設の責任において処理すること。 

【【貯貯蔵蔵方方法法・・有有効効期期間間】】  
貯蔵方法 ： －70 ℃以下 

有効期間 ： 6 ヵ月間  

【【包包装装単単位位】】  

製  品  名  包装単位  製品コード  

ＢＣ プレート‘栄研’  5 枚  Ｅ－ＢＣ01 

  

【【主主要要文文献献】】  
1）National Committee for Clinical Laboratory Standards：NCCLS Approved 

Standard, M7－A, 1986. 

2）Clinical and Laboratory Standards Institute：CLSI M07－11th Edition, 

2018. 

3） Clinical and Laboratory Standards Institute：CLSI M100－30th Edition, 

2018. 

4）日本化学療法学会：Chemotherapy, 3388：102－105, 1990. 

5）日本化学療法学会：Chemotherapy, 4411：183－189, 1993. 

6）Tateda K., et al.：Scand. J. Infect. Dis.；3388：268－272, 2006. 

 

パールコアは栄研化学株式会社の登録商標です。 

  【【問問いい合合わわせせ先先】】  

栄研化学株式会社 お客様相談窓口 

    フリーダイヤル  0120－－308－－421 

【【製製造造販販売売業業者者のの名名称称及及びび住住所所】】  

栄研化学株式会社 

     〒329－0114 栃木県下都賀郡野木町野木 143 番地 
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別表－１ 「構成製品一覧」 

構成製品名 構成試薬名 
ウエル 

番号 

成 分 名 

（含有量は別表―２参照） 
構成製品名 構成試薬名

ウエル

番号

成 分 名 

（含有量は別表―２参照）
構成製品名 構成試薬名 

ウエル 

番号 

成 分 名 

（含有量は別表―２参照）

CPFX/MEPM 

CPFX/MEPM Ⅰ A1 

塩酸シプロフロキサシン 

メロペネム三水和物 
AMK/PIPC

AMK/PIPC Ⅰ C7

硫酸アミカシン 

ピペラシリンナトリウム
RFP/CAZ

RFP/CAZ Ⅰ G3 

リファンピシン 

セフタジジム 

CPFX/MEPM Ⅱ A2 AMK/PIPC Ⅱ C8 RFP/CAZ Ⅱ G4 

CPFX/MEPM Ⅲ B1 AMK/PIPC Ⅲ D7 RFP/CAZ Ⅲ H3 

CPFX/MEPM Ⅳ B2 AMK/PIPC Ⅳ D8 RFP/CAZ Ⅳ H4 

CPFX/CAZ 

CPFX/CAZ Ⅰ A3 

塩酸シプロフロキサシン 

セフタジジム 
AMK/RFP 

AMK/RFP Ⅰ C9

硫酸アミカシン 

リファンピシン 
RFP/AZT

RFP/AZT Ⅰ G5 

リファンピシン 

アズトレオナム 

CPFX/CAZ Ⅱ A4 AMK/RFP Ⅱ C10 RFP/AZT Ⅱ G6 

CPFX/CAZ Ⅲ B3 AMK/RFP Ⅲ D9 RFP/AZT Ⅲ H5 

CPFX/CAZ Ⅳ B4 AMK/RFP Ⅳ D10 RFP/AZT Ⅳ H6 

CPFX/AZT 

CPFX/AZT Ⅰ A5 

塩酸シプロフロキサシン 

アズトレオナム 
CL/MEPM

CL/MEPM Ⅰ E1

硫酸コリスチン 

メロペネム三水和物 
RFP/CPFX

RFP/CPFX Ⅰ G7 

リファンピシン 

塩酸シプロフロキサシン

CPFX/AZT Ⅱ A6 CL/MEPM Ⅱ E2 RFP/CPFX Ⅱ G8 

CPFX/AZT Ⅲ B5 CL/MEPM Ⅲ F1 RFP/CPFX Ⅲ H7 

CPFX/AZT Ⅳ B6 CL/MEPM Ⅳ F2 RFP/CPFX Ⅳ H8 

CPFX/PIPC 

CPFX/PIPC Ⅰ A7 

塩酸シプロフロキサシン 

ピペラシリンナトリウム 
CL/CAZ 

CL/CAZ Ⅰ E3

硫酸コリスチン 

セフタジジム 

MEPM
MEPM Ⅰ A11 

メロペネム三水和物
CPFX/PIPC Ⅱ A8 CL/CAZ Ⅱ E4 MEPM Ⅱ A12 

CPFX/PIPC Ⅲ B7 CL/CAZ Ⅲ F3
CPFX 

CPFX Ⅰ B11 
塩酸シプロフロキサシン

CPFX/PIPC Ⅳ B8 CL/CAZ Ⅳ F4 CPFX Ⅱ B12 

CPFX/AMK 

CPFX/AMK Ⅰ A9 

塩酸シプロフロキサシン 

硫酸アミカシン 
CL/AZT 

CL/AZT Ⅰ E5

硫酸コリスチン 

アズトレオナム 

CAZ 
CAZ Ⅰ C11 

セフタジジム 
CPFX/AMK Ⅱ A10 CL/AZT Ⅱ E6 CAZ Ⅱ C12 

CPFX/AMK Ⅲ B9 CL/AZT Ⅲ F5
AMK 

AMK Ⅰ D11 
硫酸アミカシン 

CPFX/AMK Ⅳ B10 CL/AZT Ⅳ F6 AMK Ⅱ D12 

AMK/MEPM 

AMK/MEPM Ⅰ C1 

硫酸アミカシン 

メロペネム三水和物 
CL/CPFX 

CL/CPFX Ⅰ E7

硫酸コリスチン 

塩酸シプロフロキサシン

AZT 
AZT Ⅰ E11 

アズトレオナム 
AMK/MEPM Ⅱ C2 CL/CPFX Ⅱ E8 AZT Ⅱ E12 

AMK/MEPM Ⅲ D1 CL/CPFX Ⅲ F7
CL 

CL Ⅰ F11 
硫酸コリスチン 

AMK/MEPM Ⅳ D2 CL/CPFX Ⅳ F8 CL Ⅱ F12 

AMK/CAZ 

AMK/CAZ Ⅰ C3 

硫酸アミカシン 

セフタジジム 
CL/RFP 

CL/RFP Ⅰ E9

硫酸コリスチン 

リファンピシン 

PIPC 
PIPC Ⅰ G11 

ピペラシリンナトリウム
AMK/CAZ Ⅱ C4 CL/RFP Ⅱ E10 PIPC Ⅱ G12 

AMK/CAZ Ⅲ D3 CL/RFP Ⅲ F9
RFP 

RFP Ⅰ H11 
リファンピシン 

AMK/CAZ Ⅳ D4 CL/RFP Ⅳ F10 RFP Ⅱ H12 

AMK/AZT 

AMK/AZT Ⅰ C5 

硫酸アミカシン 

アズトレオナム 
RFP/MEPM

RFP/MEPM Ⅰ G1

リファンピシン 

メロペネム三水和物 
 

AMK/AZT Ⅱ C6 RFP/MEPM Ⅱ G2

AMK/AZT Ⅲ D5 RFP/MEPM Ⅲ H1

AMK/AZT Ⅳ D6 RFP/MEPM Ⅳ H2

 

 

別表－２ 「薬剤配列表」 ＭＤＲＰ 網掛け部分は薬剤希釈濃度（μｇ／ ｍＬ） 

    1 2   3 4  5 6 7 8 9 10  11 12 

   MEPM   CAZ   AZT   PIPC   AMK  MEPM 

   8 4   16 8   16 8   32 16   16 8  8 4 

A C
P

F
X
 

2 
CPFX/ 
MEPM 

Ⅰ 

CPFX/ 
MEPM 

Ⅱ 

C
P

F
X
 

2 
CPFX/ 
CAZ  
Ⅰ 

CPFX/ 
CAZ  
Ⅱ 

C
P

F
X
 

2
CPFX/ 
AZT  
Ⅰ 

CPFX/ 
AZT  
Ⅱ 

C
P

F
X
 

2
CPFX/ 
PIPC  
Ⅰ 

CPFX/ 
PIPC  
Ⅱ 

C
P

F
X
 

2
CPFX/ 
AMK  
Ⅰ 

CPFX/ 
AMK  
Ⅱ 

 MEPM Ⅰ MEPM Ⅱ

 CPFX 

B 1 
CPFX/ 
MEPM 

Ⅲ 

CPFX/ 
MEPM 

Ⅳ 
1 

CPFX/ 
CAZ   
Ⅲ 

CPFX/ 
CAZ   
Ⅳ 

1
CPFX/ 
AZT  
Ⅲ 

CPFX/ 
AZT  
Ⅳ 

1
CPFX/ 
PIPC  
Ⅲ 

CPFX/ 
PIPC  
Ⅳ 

1
CPFX/ 
AMK  
Ⅲ 

CPFX/ 
AMK  
Ⅳ 

 2 1 

 CPFX Ⅰ CPFX Ⅱ

   MEPM   CAZ   AZT   PIPC   RFP  CAZ 

   8 4   16 8   16 8   32 16   4 2  16 8 

C 

A
M

K
 

16 
AMK/ 
MEPM 

Ⅰ 

AMK/ 
MEPM 

Ⅱ A
M

K
 

16 
AMK/   
CAZ  
Ⅰ 

AMK/   
CAZ   
Ⅱ A

M
K
 

16
AMK/   
AZT  
Ⅰ 

AMK/   
AZT  
Ⅱ A

M
K
 

16
AMK/   
PIPC  
Ⅰ 

AMK/   
PIPC  
Ⅱ A

M
K
 

16
AMK/   
RFP  
Ⅰ 

AMK/   
RFP  
Ⅱ 

 CAZ Ⅰ CAZ Ⅱ

 AMK 

D 8 
AMK/ 
MEPM 

Ⅲ 

AMK/ 
MEPM 

Ⅳ 
8 

AMK/   
CAZ   
Ⅲ 

AMK/   
CAZ   
Ⅳ 

8
AMK/   
AZT  
Ⅲ 

AMK/   
AZT   
Ⅳ 

8
AMK/   
PIPC  
Ⅲ 

AMK/   
PIPC  
Ⅳ 

8
AMK/   
RFP   
Ⅲ 

AMK/   
RFP   
Ⅳ 

 16 8 

 AMK Ⅰ AMK Ⅱ

    MEPM   CAZ   AZT   CPFX   RFP  AZT 

    8 4   16 8   16 8   2 1   4 2  16 8 

E 

C
L
 

2 
CL/   

MEPM 
Ⅰ 

CL/   
MEPM 

Ⅱ C
L
 

2 
CL/   
CAZ  
Ⅰ 

CL/   
CAZ  
Ⅱ C

L
 

2
CL/   
AZT  
Ⅰ 

CL/   
AZT  
Ⅱ C

L
 

2
CL/   

CPFX  
Ⅰ 

CL/   
CPFX  

Ⅱ C
L
 

2
CL/    
RFP  
Ⅰ 

CL/   
RFP  
Ⅱ 

 AZT Ⅰ AZT Ⅱ

 CL 

F 1 
CL/   

MEPM 
Ⅲ 

CL/   
MEPM 

Ⅳ 
1 

CL/   
CAZ   
Ⅲ 

CL/   
CAZ   
Ⅳ 

1
CL/   
AZT  
Ⅲ 

CL/   
AZT  
Ⅳ 

1
CL/   

CPFX  
Ⅲ 

CL/   
CPFX  

Ⅳ 
1

CL/    
RFP   
Ⅲ 

CL/   
RFP   
Ⅳ 

 2 1 

 CL Ⅰ CL Ⅱ

    MEPM   CAZ   AZT   CPFX     PIPC 

    8 4   16 8   16 8   2 1      32 16 

G 

R
F
P
 

4 
RFP/ 
MEPM 

Ⅰ 

RFP/ 
MEPM 

Ⅱ R
F
P
 

4 
RFP/   
CAZ  
Ⅰ 

RFP/   
CAZ  
Ⅱ R

F
P
 

4
RFP/   
AZT  
Ⅰ 

RFP/   
AZT  
Ⅱ R

F
P
 

4
RFP/ 
CPFX  

Ⅰ 

RFP/ 
CPFX  

Ⅱ 

 

Control Control 
 PIPC Ⅰ PIPC Ⅱ

 RFP 

H 2 
RFP/ 
MEPM 

Ⅲ 

RFP/ 
MEPM 

Ⅳ 
2 

RFP/   
CAZ   
Ⅲ 

RFP/   
CAZ   
Ⅳ 

2
RFP/   
AZT  
Ⅲ 

RFP/   
AZT  
Ⅳ 

2
RFP/  
CPFX  

Ⅲ 

RFP/  
CPFX  

Ⅳ 
Control Control 

 4 2 

  RFP Ⅰ RFP Ⅱ

  ＊＊各薬剤の濃度は、ブレイクポイント濃度（感性・中間）、組織及び血中濃度を考慮し、併用添加されています 6）。 

210
29
7


